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周辺地域
≪これまでに実施した調査項目及び調査方法≫
【ライトセンサス】（2016～2018年）
　夜間、車両にて低速で進みながらスポットライトを照射し、ニホンジカを捜
索した。
【ボイストラップ調査】（2018～2021年）
　9～11月の夕方から朝にかけて、録音機を用いて音声データを取得し、ニホ
ンジカの咆哮の有無を確認した。
【越冬適地解析】（2019年）
　他地域のニホンジカ出現状況を参考に白神山地における越冬適地マップを作
成した。
【ルートセンサス調査】（2020～2021年）
　100～200m程度の固定区間を踏査し、シカ類の食痕の有無を確認した。
【スポットセンサス調査】（2020～2021年）
　特定植物群落等について植生調査を行い、シカ類による影響の有無を確認し
た。

≪2021年の実施内容≫
【ボイストラップ調査】（環境省職員実行）
世界遺産地域周辺の16地点に録音機を設置し、音声データを取得し、ニホンジ
カの咆哮について解析を行った。
　録音機設置地点周辺にセンサーカメラが設置されていない箇所（7地点）につ
いてはセンサーカメラを併設した。

■使用機器　 SongMeter SM4(Wildlife Acoustic 社)
■設置期間　設置：9月上旬～中旬、回収：11月上旬～下旬
■録音時間　15:00～7:00

※この他にニホンジカ対策として以下の調査を実施した。
【ルートセンサス調査】（環境省職員実行）
【スポットセンサス調査】（業務委託）
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結果概要（スペースに収まるように入力してください）

東北地方環境事務所　西目屋自然保護官事務所
〒０３６-１４１１　青森県中津軽郡西目屋村大字田代字神田６１-１
TEL:０１７２－８５－２６２２　　FAX:０１７２－８５－２６３５

≪原本（データ）の帰属について≫

●録音機を設置した16地点のう
ち、4地点において合計47回の
シカの咆哮が確認された（図１、
図２）。
　白神山地世界遺産地域周辺では
初の記録となる。

●確認された鳴声はhowl（優位
オス同士が互いの位置を主張する
ための咆哮・侵入初期段階にみと
められる）であった。なお、縄張
りを形成する優位オスが発する咆
哮（moan）は記録されなかっ
た。

西目屋気象観測施
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図１ 咆哮（howl）の時期と回数

：ボイストラップ位置

：センサーカメラ併
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　2018年～2020年の調査では主に
世界遺産地域近隣に録音機を設置して
いたが、令和3年度は日本海沿岸地域
も含む周辺地域の広い範囲にも設置範
囲を広げたところ、周辺地域の4箇所
において初めてオスジカの咆哮
（howl）が録音された。

●併設した7地点のセンサーカメラの
うち、「No3 岩崎」の地点で11月7
日にニホンジカ（オス）が撮影され
た。

【令和4年度　実施状況】
　令和4年度は各地で林道が閉鎖され
たため、世界遺産地域近隣では録音機
を設置できなかった。
　令和3年度に咆哮の記録がある地点
については可能な限り同じ地点に録音
機を設置することとした。それ以外の
地点についてはセンサーカメラの撮影
状況などを考慮し、再検討の上設置位
置を決定した（図３）。
　9月中旬～11月中旬にかけて録音機
を設置し、音声データを取得した。

【結果】
　併設した7地点のセンサーカメラの
うち、4地点においてニホンジカ（オ
ス）が撮影された（11月5日現在・⑦
小森町、⑮里沢、⑯高石沢、⑰粕
毛）。
　現在、音声データを解析中である。

梅内沢 14回

小入川 1回

岩崎 27回

吾妻川15回

図２ 録音機の設置位置とニホンジカの咆哮回数

図３ 令和4年度 録音機及びセンサーカメラの設置位置
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